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１．はじめに 

  2008年の局地的大雨に伴う都賀川水難事故1)や，令

和元年東日本台風の豪雨2)による河川の氾濫や崖崩れ，

浸水被害等，局地的大雨および台風による被害が深刻

化している．このような被害の抑止は喫緊の課題であ

り，そのためには降雨予測の精度向上が重要である．

降雨予測では，局地的大雨の降雨現象の発達過程や，

前線性や台風性降雨などの降雨現象の移動過程を精度

良く観測し，その情報に基づき，雨域の規模や移動を

推定する必要があると言える． 

 近年，開発されたマルチパラメータ・フェーズドア

レイ気象レーダ（Multi-Parameter Phased Array Weather 
Radarより，以下MP-PAWRと記す）は従来のレーダに

対して，時空間的に密に降雨を立体観測できる．干場・

山田ら3)は，MP-PAWRによる降雨観測結果から，MP-
PAWRが，レーダサイト近傍の高仰角において，従来レ

ーダの空間分解能では正確に捉えられなかった局地的

大雨の雨雲の発達を，より早期に検知できることを明

らかにした．この結果は，局地的大雨をもたらす雨雲

の詳細な発達メカニズムが，MP-PAWRにより把握可能

となることを示している． 
 以上より，本研究では精度の高い降雨予測システム

の構築に向けて，MP-PAWRの立体観測データを用いて，

台風性降雨および局地的大雨の降雨現象を可視化し，

局地的大雨の降雨現象の発達過程や，台風性降雨の降

雨現象の移動過程の把握を目的とする． 
２．研究手法・対象降雨 

 MP-PAWRから得られたデータによって，レーダサイ

トから方位角135 度，60 kmの断面OAにおける鉛直断

面図をもとに，高度別の降雨強度平均の時系列を作成

し比較を行った．MP-PAWRの位置を図-1に示す．対象

降雨は2018年に関東で発生した台風性降雨(7月28日 

平成30年台風第12号)，局地的大雨(8月13日)を対象とす

る． 
３．結果と考察 

 図-2は台風性降雨と局地的大雨の断面OAにおける

鉛直断面図を時系列順に示している．台⾵性降⾬（図- 

2a）では高度0~5 kmで降雨強度が存在し，複数の降水 
セルが連続的に移動する様子が見られる．局地的大雨

（図-2b）では，高度7.5 km付近の50 mm/h以上の降雨

強度が地上に降下している様子がわかった． 
 図-3は高度別の降雨強度平均の時系列を示している．

鉛直断面図と対応させるため，降雨強度0~1 mm/hの降

雨を除いて平均を求めた．鉛直方向の広がりから，各

高度幅を定めた．地上付近の降雨強度を，高度0~1 km
降雨強度平均とし，黒線で示した．台風性降雨（図-3a）

 

 

 

 

 

 
 
 
 

 
 

図-1 本研究で用いる MP-PAWR の位置と表示範囲 

 

 

 

図-2a 台風性降雨（2018 年 7 月 28 日 15 時 00 分〜17 時 00 分） 

における断面 O A の鉛直断面図の時系列 

高度 0~5 km に降雨強度が存在し， 

鉛直方向の降雨強度の変化が見られない． 

図-2b 局地的大雨（2018 年 8 月 13 日 13 時 55 分〜14 時 45 分） 

における断面 OA の鉛直断面図の時系列 

50 mm/h 以上の強い降雨強度が 

地上に降下している様子がわかる． 
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では，高度別降雨強度平均の時系列の波形が概ね合っ

ている．一方，局地的大雨（図-3b）では，開始時刻か 
ら約20分間に着目すると，高度2.5 km以上の降雨強度

平均では，地上付近よりも，時系列の波形の立ち上が

りが早い．その後，地上付近の降雨強度が急激に大き

くなることから，高度2.5 km以上で発達した雨雲によ

って地上に急激に雨をもたらすことが考えられる．そ

こで，相互相関係数を用いて，各高度と地上付近の時

系列の相互相関関係を調べた．高度別降雨強度平均の

時系列を地上付近の降雨強度時系列へ推移させ最もよ

く合う時間を推移時間とし，推移時間と相互相関係数

を表-1に示す．推移時間は雨域が上空から地上へ降下

する時間と考えられる．台風性降雨（表-1a）では各高

度で推移時間の差は見られないが，局地的大雨（表-1b）

では高度10kmまでは高度が上がるにつれて相互相関

係数は低く推移時間は長くなった．なお，高度10km以

上の上空では推移時間は短くなり，相互相関係数は高

度5km以下の地上付近に比べ小さい． 
４．まとめと今後の展望 

 本研究では，MP-PAWRの観測結果を使うことで，従

来レーダの空間分解能で十分に把握できなかった鉛直

方向の降雨強度時系列を明らかとした．対象降雨にお

いて，台風性降雨と局地的大雨の雨雲の発達の様子を

可視化し，雨雲発達時の鉛直方向への広がりに差があ

ることが明らかになった．また，相互相関関係から上

空から地上へ雨域が降下する時間を簡易的に求めた．

今後は事例数を増やし，雨域を追跡した分析を行い，

降雨特性の把握から降雨予測システムの発展を目指す． 
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表-1a 台風性降雨（2018 年 7月 28 日） 

における推移時間と相互相関係数 

鉛直方向の降雨強度の変動の差はない 

 
図-3a 台風性降雨（2018 年 7月 28 日）における 

高度別降雨強度平均の時系列 

高度別降雨強度平均の時系列の波形が概ね合っている． 

 

表-1b 局地的大雨（2018 年 8月 13 日） 

における推移時間と相互相関係数 

高度が上がるにつれて，相互相関係数は 

低くなり推移時間は長くなる． 

 

図-3b 局地的大雨（2018 年 8月 13 日）における 

高度別降雨強度平均の時系列 

高度 2.5 km 以上の降雨強度平均では， 

地上付近よりも時系列の波形の立ち上がりが早い． 
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